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研究成果の概要（和文）：リグノセルロースは，地球上の炭素源として最も大量に存在する天然高分子であり，
エネルギー化合物（メタン）への変換は，人類が実用化を求める最重要課題の一つである。申請者らは、牛のル
ーメン(第一胃)液を活用したルーメンハイブリッド型メタン発酵システムを開発し、ルーメン液で前処理するこ
とにより，リグノセルロースからの高収率メタン生産が可能となることを見出した。

研究成果の概要（英文）：Lignocellulose is the most abundant natural polymer as a carbon source on 
the earth, and its conversion into energy compounds (methane) is one of the most important issues 
that humanity needs to put to practical use. We have developed a rumen-hybridized methane 
fermentation system that utilizes the rumen fluid of cattle, and found that pre-treatment with the 
rumen fluid enables high-yield methane production from lignocellulose. 

研究分野：環境微生物学

キーワード： リグノセルロース　ルーメン微生物　メタン　メタゲノム　メタトランスクリプトーム
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本技術が確立されれば，世界の農業残さ5億2千万トンから4646.4億kWh（≒日本の年間消費電力の半分相当）の
電力生産が可能となり，原子力および化石資源への依存低減に寄与できる。また，いつでもどこにでも存在する
雑草，農業残さなどから，メタンが生産できるようになるため，停電および停ガスを伴う災害時に，炊き出しや
電気を生産できる防災拠点として機能することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
リグノセルロースは，地球上の炭素源として最も大量に存在する天然高分子であり，エネルギー
化合物（メタン）への変換は，人類が実用化を求める最重要課題の一つである。申請者らは、牛
のルーメン(第一胃)液を活用したルーメンハイブリッド型メタン発酵システムを開発し、ルーメ
ン液で前処理することにより，リグノセルロースからの高収率メタン生産を可能とした。 
 
２．研究の目的 
発酵装置における，リグノセルロース分解メカニズムを解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
DNAおよび RNAを抽出し，16Sメタゲノム解析およびメタトランスクリプトーム解析を実施
した。 
 
４．研究成果 
リグノセルロース分解メカニズムの一端を解明することができた。 
 
（本研究内容の細部に関しては，後日再提出の予定） 
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